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「こどもの森づくりフォーラム in えひめ」開催概要

１．開催趣旨
１）子どもの「非認知能力（生きる力）」を育むための、「自然保育」や幼児期の森林環境教育の機運を高めます。
２）林野と保育・幼児教育関係者、さらに地域住民が連携して、地域における自然保育や幼児期の森林環境教育

の支援体制を構築します。
３）フォーラム終了後も、レガシーづくりとして支援を継続します。
２．開催概要
１）開催日：2024年11月30日(土)、12月1日(日) 
２）開催地：松山市民会館、えひめ森林公園、えひめこどもの城
３）主 催：こどもの森づくりフォーラム実行委員会
（林野庁、国土緑化推進機構、子どもの森づくり推進ネットワーク、ニッセイ緑の財団、愛媛県、愛媛の森林基金、  
松山市、伊予市、他、関連する法人、部局から構成）

４）後援（予定）：文部科学省、環境省、こども家庭庁、他、教育関係機関・保育関係団体・森林関係団体等の
幅広い後援申請を通して、当該分野への訴求と幅広い告知等を実施。

フォーラム通信は、「こどもの森づくりフォーラム」の活動を盛り上げ、推進するネットワークづくりを目的に
活動を支援する様々な団体や市民との情報共有のために発信します。
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１．フォーラムに寄せて～子どもの森づくりムーブメントの起こり～
むぎの穂保育園 園長（フォーラム基調講演講師） 出原 大

私は３０数年に亘る保育人生の中で「人は自然

の一員」という立場から考え、幼児期の自然あそびを

好む子どもたちの姿を大切に支え・見守ってきた。子

どもたちは、主体的に自然環境と向き合い、興味・

関心を持ってふれる中で生きる力の源泉を養い、自

然を好きになり・自然を大切にする心（畏敬の念を
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【フォーラム通信発行について】
●「こどもの森づくりフォーラム」（以下、フォーラム）の開催地での盛り上げを実現するために
は、行政、団体、市民等との積極的な連携とネットワークづくりが必要です。そのためには、ネッ
トワークにご参加いただける方々との活動情報の共有が必須です。

●フォーラム通信は、連携ネットワークづくりを推進するためのツールとして、
フォーラムの運営に関わる様々な団体の取り組みを紹介し、共有するための
定期リリースです。皆様の積極的なご参加をお願い申し上げます。

持つ）を涵養していく。そこで、我々先達は、子どもたちのためにこの自然体験を保障すべく動か

なくてはならない。

子どもたちの自然離れが危惧されている昨今、愛媛では「子どもたちを自然に還す」というスロー

ガンを掲げ、園庭をグラウンドから森化するという子どもの森づくりムーブメントが静かに起こっている。

＊＊＊

土壌を考えた植栽/築山の緑化/園庭・里山的アプローチ/

植物あそびにこだわった植栽/既存の森の活用/自然あそびの研修・・・

＊＊＊

今回のフォーラムでは、今、愛媛を中心に着実に広がろうとしているムーブメントに焦点を当て、

この動向における現状・課題・展望をつぶさに報告したいと思う。

「むぎの穂保育園」園庭風景
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２．講師メッセージ ～里山と森林教育～
愛媛大学 農学部 准教授 鍋嶋 絵里氏（「分科会２」コーディネーター）

ロープを使って木にのぼるツリークライミングの体験会で、
子どもたちを対象とすることがあります。どんぐりの木に登るときは、どん
ぐりから芽が出て大きな木になるまでには何十年もかかることを話す
のですが、驚く子もいます。森林に入る機会がなかなかない今日、そ
んなことに思いを馳せることもほとんどなくなっているのかもしれません。
そして、時間がかかるだけでなく、たくさん落ちたどんぐりの中で再びど
んぐりを成らせるような大木に育つのは、確率的にもほんのわずかで
す。私自身が過去に行った調査では、7年ぶりの豊作の後に出てき
たミズナラ（どんぐりの木の一種）の芽生えは、たった3年間で２割
近くにまで減少していました。しかし、そんなことは樹木もおり込み済
みで、子孫を残すための様々な戦略を持っています。動物や虫に食
べられすぎないようにする工夫、一旦地上部が枯れても再生する仕組み…など、長い進化の過程で樹種
ごとに多様な戦略を発展させてきました。森の営みは多様性に満ちており、かつ人間にとっては気の遠くなる
ような時間・空間スケールで、これまで持続的に維持されてきました。

しかし近年、森林では変化が起きています。山は緑ですが、質的な劣化が進んでおり、その原因は
森林の利用不足（アンダーユース）によるものです。高度経済成長期に起こったエネルギー革命や地方の
過疎化によって、里山林は必要とされなくなり、急激に人が離れていきました。人が入らなくなった里山は、
遷移が進行して暗い森になり、暗い環境だけを好む種が残るために生物多様性が大きく低下します。かつ
て、人が入っていた里山林は明るい場所が多くあり、春には美しい花を咲かせる植物がありましたが、それら
の多くは絶滅の危機に瀕しています。また、このような暗い森林は、何かあった時の回復力が遅く、近年の
危機であるシカによる食害や蔓延するナラ枯れなどの樹病に対して脆弱な森林ともなっています。

一方でそのもっと昔、江戸時代頃には、過剰利用（オーバーユース）により「はげ山」だらけになり、災
害が頻発した時期がありました。オーバーユースの状態では森林の水源涵養機能や土砂災害の防止機能
が著しく低下し、人々の生活に大きな影響を及ぼします。そのような状況に比べれば、現在はましだとも言
えるかもしれませんが、大事なのは、人間も森林の機能を左右する生態系の一部だということです。里山は
人間活動と共に大きく変遷してきました。また、森林を利用する中で育まれてきた文化、森林に関する知
恵や経験、そういったものも森林離れによって急速に失われています。気候変動による自然災害の増加が
予想される現在、森林との関係性の希薄さはむしろより危機的な状況と言えるかもしれません。

森林教育は、森林との関係性を取り戻す契機とならないでしょうか？生活による利用がなくなった現在
、子どもたちの教育の場としての森林利用は、森林にとっても子どもたちにとっても様々な効果が期待できる
のではないかと思います。今回愛媛で開催されるこどもの森づくりフォーラムが、そのような新たな森林利用や
森林との関係性回復の一端を担うことを期待しています。
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３．事例発表者（園）紹介
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４．連携団体紹介

●ＮＰＯ法人みんなダイスキ松山冒険遊び場
※団体紹介：現在は森のようちえん、フリースクール、自然体験活動、キャンプ、哲学カフェなど子どもに
関わる様々な活動を年間通じて実施しています。 ※詳細 ⇒https://asobiba-matuyama.org/

●代表 山本 良子さんからのメッセージ
松山市で遊び場活動（プレーパーク）を開始して
18年になります。活動の中で一番大切にしていること
は「つながり」の大切さです。多様化する社会の中で、
共に育つことの大切さを伝えながら、愛媛の豊かな自
然と子どもを繋いでいます。また、フォーラムを通して、
地域の多くの皆様に「自然×子ども」という魅力的な
関係性を再確認いただき、チーム愛媛を盛り立ててい
こうと思います。

５．事務局からのお知らせ

１）2024年7月、「こどもの森づくりフォーラム」の公式ホームページが公開されました。
アドレスは下記のとおりです。フォーラムの周知・広報活動にご活用いただけることを希望します。
●「こどもの森づくりフォーラム」ポータルサイト
⇒ https://kodomoriforum.net/
●「こどもの森づくりフォーラム in えひめ」
⇒ https://kodomoriforum.net/ehime/
※右QRコードからもご覧いただけます

２）2024年7月、公式ホームページ公開に合わせて、「こどもの森づくりフォーラム in えひめ」への参加
申し込み受付を開始しました。

フォーラムには全国から多くの参加者にご参加いただけることを願っておりますが、事務局としては、共に運
営を推進していただいている皆様とそのご関係の方々に、まずはご参加いただきたいと思います。

参加お申し込みは、「こどもの森づくりフォーラム in えひめ」のホームページから
お申し込みいただけます。右のQRコードからもお申し込みいただけます。
参加者数が限られておりますので早めのお申し込みをお願い申し上げます。
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